
　春、島原半島ではツバメが空を舞い始めました。
　ツバメはフィリピンや台湾、オーストラリアなどの暖
かい地域で冬を過ごした後、春先に日本列島に飛来し、
９月中旬から10月下旬頃まで子育てを行います。このツ
バメが、時には私たちに天気を教えてくれます。
　「ツバメが低く飛ぶと雨」。これはツバメにまつわる天
気のことわざです。なぜツバメが低く飛ぶと、雨が降る
のでしょうか。
　ツバメは、木や枝にとまって虫を捕るのではなく、空
を飛びながら飛んでいる虫を捕まえます。エサになる虫
は、低気圧や前線の接近に伴って空気中の湿度が増えて
くると、羽に水分が付いて重くなり、高く飛べなくなり
ます。この虫を捕まえるために、ツバメは低く飛ぶので
す。このことから、多くのツバメが低く飛んでいるとき
は、天気は下り坂で雨が近い、と予測することができま
す。

　現在、天気予報は数値計算を用いた科学的な手法で行
われていますが、それができなかった時代の人たちは、
雲の形や風の吹き方、太陽や月の見え方などの自然の様
子から天気を予測していました。例えば「島が近く見え
ると雨」など、島原半島や有明海沿岸には、地域独自の
天気のことわざが多く伝わっています。ぜひ調べてみて
はいかがでしょうか。

　新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため図書館の
利用を制限しておりました

が、新聞・雑誌の閲覧や滞在時間の延長など、
一部を緩和しました。

南島原の考古学

イラスト・題字：長谷川義史

【お問い合わせ】
・深江図書館…6 7 1 7　・布津図書室…6 7 2 6　・有家図書館…6 7 3 7　・西有家図書館…6 7 4 7
・北有馬図書室…6 7 5 4　・原城図書館…6 7 6 7　・口之津図書館…6 7 7 7　・加津佐図書館…6 7 8 7

＊詳しいことは、ホームページや各図書館でご確認ください。☎73 〔ー各図書館下4桁〕 南島原市図書館 検索

南島原市図書館だより vol.175

図書館員オススメ
の本

お知らせ

　０歳の赤ちゃんから無料で作ることができ、市内の図
書館・図書室で共通して使えます。お近くの図書館・図
書室カウンターでお申し込みください。

「こどもの読書週間」に合わせてイベントを行います
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、延期または中止する場合があります。

●「ころころたまごをさがせ」
●「勇者ビンゴ」
と４月17日㈯～５月16日㈰

加 津 佐 図 書 館

●「映画会」
と４月24日㈯・５月１日㈯
　午前10時30分～11時30分
定15人（要申込）
●「読書ビンゴ」
と４月23日㈮～５月12日㈬

原 城 図 書 館

●「どくしょすごろく」
と４月17日㈯～

布 津 図 書 室
●「図書館をもっと楽しもうクイズ」
●「読書ビンゴ」
と４月17日㈯～５月16日㈰

深 江 図 書 館

●「春の本まつり」
と４月23日㈮～５月12日㈬
＊児童書５冊以上を借りた人へ花の種をプ
レゼント（なくなり次第終了）

口 之 津 図 書 館

●「春のちゅうりっぷおはなし会」
と４月25日㈰  午前11時～11時30分
定50人
●「親子講座～シャカシャカキーホル
ダーを作ろう～」

と４月29日㈭
　午後１時30分～３時30分
定親子８組（要申込）
●「ビンゴの本棚」
と４月24日㈯～５月９日㈰
●「春の映画上映会」
と４月24日㈯・25日㈰・
　５月１日㈯・2日㈰・8日㈯・9日㈰
定各回30人（要申込）

有 家 図 書 館

ツバメを見ると天気がわかる？ ～天気のことわざ～

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
E-mail：info@unzen-geopark.jp

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

島原半島に春の訪れを告げるツバメ

　どこかふざけた猫の行動と、それに真剣な
まなざしで答える『ぼく』とのやりとりがく
せになる絵本。「笑って一日を終わりたいな」
という日のおやすみ前に、親子で読んでみて
ください。愉快で勢いのある猫の絵本です。

絵　本 あばれねこ
キューライス／作・絵　KADOKAWA／出版

「絶対おいしく食べてやる」長崎市在住の写
真家で三児の母でもある著者は、猟師のおじ
さんからもらう猪肉を料理していくうちにお
じさんの猟に同行するようになった。猟を間
近で撮り、その肉と台所で対峙し、家族とと
もに食べる。いのちについて考えていく一冊。

一 般 書 山と獣と肉と皮
繁延　あづさ／作　亜紀書房／出版

図書館の利用カードはお持ちですか？

こどもの読書週間　４月23日㈮～５月12日㈬
「いっしょに よもう、いっぱい よもう」

今月の主な図書館
行事

貝の採取具？ 双角状礫器
～内野貝塚（加津佐町）～

うち の かい

そう かくじょう れっ き

づか

　ツノが２本生えたような形から、この石器は「双角状礫器」
と呼ばれています。
　岩に張りついたアワビなどを採る、巻貝を調理する際に
貝殻を割って中身を取り出すなど、漁業に関係する道具とし
て使われていたと考えられています。
　南島原市では、有家町の蒲河地区や堂崎地区の干潟部、北
有馬町の今福地区、加津佐町の内野地区の遺跡などから出土
しています。島原半島では約4,500年前の縄文時代後期から
約2,000年前の弥生時代後期まで、長い期間使用されました。
　島原半島の人びとの生活には昔から海の恵みが欠かせな
かったのでしょうね。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、やむを得ず中止になる場合があります。

と４月１日㈭～５月31日㈪
※休館日：毎週火曜日
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ば深江埋蔵文化財・噴火災害資料館

り一般…200円、高校生…150円、
　中学生以下…無料 ＊団体割引あり
※企画展は入館料のみでご覧いただけます。
問文化財課　☎７３－６７０５

双角状礫器

４月・５月の
小企画
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